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第２章 日高町における春期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMOとして 3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPIの設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、

WAKUWAKUサイダーのラベルを印刷した不織布トートバックをプレゼントした。また、

謝礼品はアンケートをスムーズに行うことを目的としている。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  道の駅「樹海ロード日高」 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和 3年５月 8日（土） 

 

（６）調査項目 

  属性、来訪回数（リピーター）、来訪間隔、旅行ルート、滞在時間、他町での宿泊、町イ

メージ、旅行動機、ほしい観光情報、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① ５月 8日（土） 202枚 

         合計 202枚 
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２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=202） 

  女性と比べて男性の方が若干多い結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=202） 

  全体的にみると、50代が最も多く、次いで60代、40代となっている。この報告書で

は 10～20代を若年層、30～40代は子育て世代層、50代以降は中高齢者とカテゴリ分

けをした。 

  カテゴリで見ると、中高齢者層が約 6割以上を占めていることが分かっている。次いで

子育て世代層となっており、10代、20代の若年齢層は 2割を切っている。昨年同時期と

比べると、若年齢層は約 3ポイント減っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-１ ご回答いただく方について 

平均年齢 50.3歳 
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  以下の図は男性の年代割合である。割合としては 50 代が最も多く、次いで 60 代とな

っている。 

  カテゴリで見ると、全体と比べて若年齢層が若干多く、子育て世代層が若干少なくなっ

ている。中高齢者層はほとんど変わらなかった。 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代割合である。割合としては 50代が最も多く、次いで 60代、

40代となっている。男性と比べると、若年層が若干少なく、子育て世代が若干多くなっ

ている。中高齢者層はほとんど変わらなかった。 

【女性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平均年齢 49.9歳 

平均年齢 50.8歳 
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【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=202） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約 93％となっており、道外からの来訪者はほとん

ど見られなかった。この道外は、昨年同時期と比べて約 4ポイント増加しており、新型コ

ロナウイルスの影響があるものの多少回復している傾向がみられている。 
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  道内のどこのエリアから来訪しているか把握するために、振興局別に集計したところ、

以下の図のようになった。最も多いのは石狩地方で、次いで十勝地方、日高地方となって

いる。おおむね居住地から 2時間ぐらいで来ることができる来訪者が多くなっている。 

  さらに大きなエリアで見ると、札幌などからの西エリアからの来訪者が約 6割を占め

ている。次いで、帯広などからの東エリアからは約 18％、日高地方や胆振地方などから

の南エリアからは約 13％、旭川などの北エリアは 8％とあまり見られなかった。構図的

には同じであるが、東エリアからの来訪者は昨年同時期と比べて約 14ポイント低くなっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

8.0％ 

61.5％ 
17.7％ 

12.8％ 
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  道内の同心円図で来訪者の居住地を見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所が分からないため役場があるところ

にポイントしている。おおむね高速道路がある、または近い場所から来ていることが分か

る。直線距離では 40ｋｍの範囲以内からの居住地から多く訪れていることが分かった。

特徴的に表れているのは、調査地から見て西側のエリアの居住地からの来訪が多くみられ

ている。新型コロナウイルスの影響かどうかはわからないが、例年では十勝エリアと札幌

エリアの行き来が多くみられているが、今回の調査ではほとんどそれがみられなかった。 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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（４）同行者の構成（n=202） 

  全体としては、夫婦が最も多く、次いで、大人の家族、カップルと続いている。子供連

れ家族が少ないのは、スキーやキャンプなどのアクティビティのシーズンではないこ都が

要因と推測する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。性別で見ると、男性よ

りも女性の方が夫婦での来訪が若干多く、反対に男性はひとりでの来訪が多くなってい

る。 

  年代別にみると、10代はすべてが家族単位での来訪となっており、20代はカップル

や友人との来訪が主となっている。30代は大人の家族もしくはカップルでの来訪が多

く、40代以降については、夫婦での来訪が主となっている。 

  昨年同時期と比べると、全体的にはひとりでの来訪が少なくなっていることが分かって

いる。また、17歳以下の子供連れ家族での来訪が少なくなっている。 

【性別・年代別の同行者構成】 
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（１）来訪回数（n=202） 

  以下の図は来訪者の来訪回数を全体および性別、年代別に集計したものである。全体的

にみると、5回以上の来訪が約 61％となっており、ほとんどが高回数のリピーターであ

ることがわかっている。一方、初めての来訪者は約 12％となっている。構図的には昨年

同時期と変わっていない。 

  性別で見ると、男女の差はほとんど見られなかった。 

年代別にみると、初めての来訪が多かったのは、20代と 30代で、反対に 10代と

70代以下は初めての来訪が全くいなかった。70代以上に関しては 5回以上の来訪回数

が約 90％とほとんどを占めていることが分かっている。 

【全体および性別、年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-２ 日高町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 



 

 

 

 
38 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）再来訪期間（n=177） 

  以下の図は、前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものとなっている。全体

的にみると、半年以内と 1年以内に再び訪れている来訪者が多くそれぞれ約 37、39％

となっており、半年以内を含む 1年以内で見ると約 76％とほとんどを占めていることが

分かった。 

性別を見ると、男女差は特には見られなかった。 

  年代で見てみると、どの世代についても短いスパンでの来訪率が高くなっているが、

20代に関しては、半年以内の来訪が訳 70％とほとんどを占めている。反対に久しぶり

の来訪が多かったのは 40代であった。 

【全体および年代別の再来訪期間】 
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（１）日高町を訪れるまでに立寄った先（n=202） 

  立寄った人と立寄っていない人と比べると、約半分が立ち寄ったと回答している。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中での具体的な場所である。来訪した市町村が多岐に

わたっているため集計が難しく、振興局単位でまとめた。一番多いのは夕張市などの空知

地方で、次いで上川地方、日高地方と続いている。 

ルート的に考えると、長沼町や夕張方面からの国道 274号・道東道を利用したと推定

する西ルートからの来訪が最も多く約 34％で、これは長沼町の道の駅「マオイの丘」、夕

張市の道の駅「夕張メロード」に立ち寄ったものと推測する。 

旭川方面からの国道 237号を利用したと推定する北ルートが約 29％、太平洋側から

の国道 237号を利用したと想定する南ルートが約 23％、日勝峠・道東道を利用したと

推定する東ルートが約 14％となっている。 

【立ち寄った先の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-３ 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 

 

13.8％ 

22.5％ 

29.4％ 
34.3％ 
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（２）日高町からどこに訪れるか、立寄る予定先（n=202） 

  立寄る予定と回答した人は全体の約 50％と半分となっている。昨年同時期と比べる

と、約 30ポイントも高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人の具体的な場所については、以下の図のとおりである。 

  ルート的に考えると、最も多いのは帯広方面の東ルートを辿る人が約 57％となってお

り例年通りである。太平洋側への南ルートが約 25％、札幌方面への西ルートが約

16％。旭川方面への北ルートが約 11％となっている。 

  昨年同時期と比べると、東ルートが約 8％減り、反対に南ルートが約 9％増えている。 

【立寄る予定の具体的地名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.0％ 

48.0％ 

11.0％ 
16.0％ 



 

 

 

 
41 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）滞在時間（n=202） 

  全体的にみると、約 71％と高い割合で半日で次の場所に移ってしまう人が多く

見受けられる。一日の滞在（日帰り）する人は約 16％と低い水準である。1泊以

上の日高町での宿泊者は、約 13％となっており、少ない状態であることが分かっ

た。昨年同時期と比べると 1泊以上の宿泊者は約 10ポイント増えていることが

分かっている。新型コロナウイルスの影響が少なくなってきたともいえる。 

  年代別にみても、どの世代も滞在時間は非常に短くなっているが、通過点であ

るためやむを得ないともいえる。 

  滞在時間を少しでも長くできるような取組が必要となってくる。 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-4 日高町での滞在時間を教えてください。 
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（１）日高町以外での宿泊（n=202） 

  今回の旅行において、日高町以外でも宿泊すると回答した人は、約 34％となってお

り、宿泊を伴わない旅行形態が多くなっている。昨年同時期の調査では、約 21％となっ

ており、約 13ポイントも多くなっていることが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

  その約 34％の内訳としては、帯広市などの十勝地方が最も多く約 4割を占めている。

次いで、札幌・小樽となっている。これは昨年同時期と同じである。 

大きなエリアで見ると、調査地から見て、十勝地方などの東エリアが約 43％となって

おり、多くを占めていることが分かっている。 

【日高町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-5 今回のご旅行で、日高町以外で宿泊されますか？ 
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 来訪者にとって日高町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようになっ

た。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かと、さらには「ある」と回答した人に

は具体的なイメージを聞いている。 

 全体で見ると「ある」と回答している人は約 80％となっており、ほとんどがイメージが

あるようである。年代別にみると 10～40代がイメージがあると答えている。70代以上は

イメージがない人が多くなっており、昨年度調査でも同じ傾向であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。最も割

合が多くなっているのが「馬」で約 40％である。次いで、「自然」が約 30％となってい

る。昨年度同時期と同じ傾向である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-6 あなたが思う「日高町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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（１）旅行の動機（n=202） 

  全体的にみると突出した回答はないが、「自然を楽しむため」と回答した人が約 25％

で最も多くなっている。次いで、「家族サービスのため」「日常から解放されるため」と回

答している。「その他」の内容については次ページに記載する。昨年度時期と同じだが、

新型コロナウイルスの影響により、できるだけ人に接触しない形での観光をしているため

と推測する。 

  性別で見てみると、男女の差はほとんど見られなかったが、男性は「歴史・文化を知る

ため」が若干見られている。 

  年代別に見ると、その年代によって動機がバラバラで、10代は「自然を楽しむため」

が多く、20代は「おいしいものを求めて」、30代は、「おいしいものを求めて」と「日

常から解放されるため」、40代は「日常から解放されるため」、50代以降は「自然を楽

しむため」となっている。 

【全体および男女別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-7 今回のご旅行の動機は何ですか？ 

 



 

 

 

 
45 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  以下の図は、旅行動機で「その他」（全体割合の 15.8％）の具体的な回答である。 

  その中でも、「道の駅」と回答した人は約 50％と半分を占め、道の駅のスタンプラリ

ーを行っている人が回答している。そのほかには「その他観光」となっている。「所用」

は仕事関係がほとんどであった。 

【旅行の動機 その他の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  総合的にみると、「その他」を除いて、「自然を楽しむため」が旅行動機の中心となって

いることが分かった。以下の図の、「北海道観光客動態調査」と比べると、主要な選定理

由として年代にばらつきはあるものの当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（１）必要な観光情報（n=355） 

  来訪者が観光をする際に必要とする観光情報は何かを調査した結果、以下の通りになっ

た。 

  全体的に見ると、「特産品・お土産品」が多く約 30％となっている。次いで「写真スポ

ット」や「飲食店」との回答が続いている。また、その他には「観光ルート」をあげる人も

いた。これは、昨年同時期と比べて同じような傾向であることが分かっている。 

  性別でみると、男女の差に違いはほとんどみられなかった。 

  年代別にみると、どの世代においても「特産品・お土産品」を求める声が多くあり、10

代に関しては約67％と全体と比べて倍以上の割合であった。SNSを多く活用している20

代は「写真スポット」が多くなっている。70代以上に関しては「飲食店」との回答はなか

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-8 あなたが知りたいこのエリアの観光情報は何ですか？ 
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（１）消費額（n=202） 

  日高町における消費金額（予定を含む）だが、平均金額としては 2,547円となってい

る。最小値の 0円は 1件で、最大値の 20,000円は 3件であった。 

 

項 目 金 額 

平均金額 2,547円 

最小金額 100円 

最大金額 20,000円 

 

  以下の図のとおり、消費金額の範囲別の件数を見てみると、データにばらつきが大きい

のが分かる。赤い線が平均金額である。昨年同時期と違い消費金額 0円が全くなかった

が、5,000円未満の消費金額が多いため、平均消費金額も低くなっている。 

  昨年同時期と比べると、平均消費金額が約 1,300円高くなっている。 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-9 今回のご旅行で日高町での消費額（予定を含む）を教えてください。 
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  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは 5,000円未満の約 83％である。次いで 5,000～10,000円未満、10,000円～

15,000円未満となっている。 

  性別で見てみると、あまり違いは見られないが、若干女性の方が消費金額が高くなって

いる。 

  年代別で見てみると、10代が全体の中で平均消費金額が最も高くなっている。反対に

最も低くなっているのが、70代以上となっている。その差は 2倍となっている。10代

はすべての中で最も滞在時間が長いため、このような結果になっていると推測する。70

代以上はその反対であった。 

  消費金額をあげるとすれば、すこしでも滞在時間を延ばす取り組みが必要となる。 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 
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（２）何に使ったか（n＝290） 

  具体的に何に消費したかを問う設問では、「買物・お土産代」と「飲食店」の回答がほ

ぼ同率となっており、約 45％となっている。そのほかには「自然体験」となっているが

ほとんどみられなかった。これはアクティビティシーズンではないのが影響していると思

われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=202） 

  主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。ほぼ、どこの居住地の来訪

者も消費金額は少なくなってはいるが、その他道内と道外については、全体と比べて消費

金額は高くなっていることが分かっている。 
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（４）滞在時間による平均消費金額（n=202） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。日帰り（一日）の滞在

では約 1,900円と全体の中で最も低くなっており、もっとも高いのは 2泊 3日の約

7,600であった。例年でいえば滞在時間が長いと消費金額が高くなっていくのだが、今

回の調査では、どの滞在時間でも消費金額が低くなっており、3泊以上もしているのにも

かかわらず、ほとんど消費していないことが分かっている。 

  宿泊者の消費金額が低いのは、車中泊や知り合いの家に泊まるためと推測する。 
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～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）情報源（n=234） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、日高町を選んだ際の情報源が何か、全体お

よび性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「通りすがり」によって来訪していることが一番多く、約 33％とな

っている。その次には「自身の経験」と続いている。傾向的には昨年同時期と同じであ

る。 

男女別にみてみると、男性よりも女性の方が「家族・友人知人からの紹介」が若干多く

なっている。 

  年代別でみると、どの世代においても「通りすがり」と「自身の経験」が多くなってい

るが、「SNS」の利用が多い 20代に関しては全体と比べて若干高くなっている。いずれ

にしても「SNS」の活用はどの世代でも低くなっていることが分かっている。 

いずれにしても「通りすがり」との回答が多く占めているので、当調査地に目的があっ

て来訪しているわけではなく、目的地へ行くための通過点としている人が多くみられてい

る。それが消費金額の低さにもつながっているといえるため、通過型でありつつも、少し

でも消費してもらえるような取り組みが必要である。 

【全体および性別、年代別の日高町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-10 今回のご旅行で日高町を選んだ際の情報源は何ですか？ 
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この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」

「未経験」の 7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から 2番目を選ぶ

などの回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とや

や満足は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験し

ていないことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不

満」の 3項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=197） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。ま

た、未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、約 74％の人が「満足」と回答している。「普通」は約 24％、「不

満」は約 2％となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、

景観の満足度は約 78％となっていることから、満足度は道の調査の水準とほぼ同じであ

ることが分かった。また、昨年同時期と比べても同じ割合であった。 

  性別でみると、女性よりも男性の方が満足度は高くなっていることが分かった。 

  年代別でみると、年代によって満足度にばらつきは見られるものの、おおむね満足度は

高いといえる。 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-11 今回のご旅行で、日高町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=155） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度となっている。ま

た、未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 63％と低い水準である。また、「普通」と

回答した人は約 36％、「不満」と答えたのは約 1％となっている。平成 28年度の北海道

の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％となっていることから、満

足度は若干低い水準である。昨年同時期と比べると、約 20ポイントも上昇している。 

  性別でみると、男女の差はほとんど見られなかった。 

  年代別でみると、全体と比べて満足度が高くなっているのは 10代、20代でかなり高

い水準である。反対にそのほかの世代に関しては満足度が全体と比べると低くなっている

のが分かる。しかしながら、「不満」もほとんどないので、利用を促すような認知度を上

げる取り組みが満足度に反映されるものと考えられる。 

【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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（３）物販・お土産（n=169） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度となっている。ま

た、未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 56％、「普通」は約 42％、「不満」は約

2％となっている。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ

品の満足度は約 67％となっていることから、満足度は低い水準であるということにな

る。また、昨年同時期と比べると、満足度は約 11ポイント高くなっている。 

  性別でみると、男性より女性の方が満足度は約 5ポイント高くなっている。 

  年代別でみると、10代、20代は満足度が高く、反対に 30代、50代、70代以上は

満足度が低くなっている。関連性はあまり見られなかった。 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=32） 

  宿泊については、未経験者がかなり多いため、サンプル数は他と比べて極端に少なくな

っている。以下の図は未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 44％、「普通」が約 56％、「不満」は全く

みられなかった。平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満足

度は約 66％となっていることから、かなり低くなっていることが分かっている。 

  性別でみると、男女の満足度の割合は全く同じであった。 

  年代別にみると、満足度が高いのは 10代、70代以上で、全てが「満足」と回答して

いる。反対に 60代は「満足」が全くいなかった。 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 
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（５）総合満足度（n=553） 

  （１）～（4）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約 64％となっており、平成 28年度の北海道の観

光客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調

査では約 93％となっていることから、日高町はそれよりも約 29ポイントも低い数値に

なっていることが分かる。昨年同時期と比べると、約 10ポイント高くなっている。 

  性別でみると、男女の差に違いは見られなかった。 

  年代別にみると、年代によって満足度のばらつきがみられている。最も満足度が高いの

は、10代で、反対に低いのは 70代以上であった。 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=548） 

  以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。リピーターの中で 3回目の来

訪者の満足度が最も高くなっている。 

  赤枠の初めてと、青枠のリピーター（すべてのリピーターの平均満足度）を比べると、

初めて来訪した人の方が、満足度は高くなっている。その差は約 6ポイントとなってい

る。 

  昨年同時期と比べると、ほぼ同じ割合構成となっていることが分かっている。 

【来訪回数別全体満足度】 
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（１）自由記入（n=18） 

  自由記入欄に回答した人は、全体数（202）の約 9％となっており、かなり少なくなっ

ている。自由記入が少ないのは、「通過地点であるため」、「滞在時間が短い」ことと関連

があると推測する。 

  意見としては、肯定的なものが多く、否定的な意見は全く見られなかった。街並みや景

色など自然に関すること、地域のことについての意見がみられている。また、立寄れると

ころや観光の目玉になるようなものがあればよいとの意見も見られている。 

 

※（性別／年代／居住地）  

① 意見 

 ・街並みがきれいでよかった。（男性／20代／札幌市） 

 ・道中、桜がキレイでした。（女性／60代／札幌市） 

 ・自然がいっぱいなので、住みたいと思った。（女性／40代／苫小牧市） 

 ・日高町民の心の温かさに感動しました。もっと日高町を見てみたいです。（男性／20 

代／その他道内） 

  ・交通が不便だけど、静かで人は優しい。（女性／20代／その他道内） 

  ・地元しか知りえない絶景のスポットとか知りたい。（男性／40代／その他道内） 

  ・立ち寄り客が興味を持つようなテーマを決めたら良いと思います。（男性／60代／

帯広市） 

  ・途中に寄るのではなく、日高町を目指す目玉があったらいいと思う。（女性／50代

／帯広市） 

  ・ちょっと立ち寄れて買い物できるお店があれば嬉しいです。（男性／40代／その他

道内）         

など 

  

2-12 今回、日高町に来られてのご感想やご要望等ございましたら、ご自由にお書きくださ

い。 
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３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 52.5％、女性 47.5％ 

年代構成 
10代 2.5％、20代 13.9％、30代 7.4％、40代 14.9％、50代

30.7％、60代 21.3％、70代以上 9.4％ 

居住地 道内 92.6％ 道外 7.4％ 

同行者 
子供連れ家族（17歳以下）6.4％、大人の家族（18歳以上）24.3％、

夫婦 36.1％、ひとり 5.9％、友人 5.9％、カップル 14.4.％ 

町イメージ ある 79.7％、ない 20.3％ 

来訪回数 
初めて 12.4％、2回目 12.9％、3回目 10.9％、4回目 3.0％、5回以

上 60.7％ 

再来訪期間 半年以内 37.3％、1年以内 39.0％、３年以内14.7％、それ以前 9.0％ 

立寄り先 立寄った 51.5％、立寄っていない 48.5％ 

立寄る予定 立寄る 50.5％、立寄らない 49.5％ 

滞在時間 
日帰り（半日）70.8％、日帰り（一日）16.3％、1泊 2日 9.9％、2泊

3日 2.5％、3泊以上 0.5％ 

町外宿拍 する 33.7％、しない 65.3％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 14.9％、歴史・文化を知るため 3.0％、 

自然を楽しむため 24.8％、日常から解放されるため 19.3％、 

家族サービスのため 22.3％、その他 15.8％ 

観光情報 
飲食店 25.5％、特産品・お土産品 23.9％、写真スポット 30.9％ 

宿泊場所 4.5％、観光ルート 10.4％、博物館 4.7％、その他 0.2％ 

消費金額 平均 2,547円、最小値 100円、最大値 20,000円 

情報源 
自身の経験 30.8％、家族・友人知人などからの紹介 14.1％、インターネ

ット利用（SNS含む）9.0％、紙媒体など 11.5％、その他 34.6％ 

総合満足度 満足 63.8％、普通 34.7％、不満 1.4％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 74.1％、普通 24.4％、不満 1.5％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 63.2％、普通 35.5％、不満 1.3％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 56.2％、普通 42.0％、不満 1.8％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 43.8％、普通 56.3％、不満 0.0％ 

 

 


